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注） H : High レペル 
L Low レベル 
T : L から H への ii 移 
V : H , L のいずれでもよい 

On :不変状態入力条件が雉立される以前の0レベル 













_ 2t 13M7 
RAM 

- 18 CS 1~8 
22,23 


モノラル 入力 
(コンピュータ 

オーディオ出力 

(L ,R) 


- At2-A15 

ROM r 
RAM - 


L MUTE 
EXTV 
VOVLY 
SEL CONT 


SLTSL1 レジスタ 

- & 

■pn ―スロットく 
セレクタ 

WR — 回路 • 


IOE — 
JD(W 一 ，2 


^-1 

i _1 

L.. 丄」丨 . 

r 


f INT EXV 

_ 


A0 ， A1 ， A3 〜 A7,8^ 


/ > 


10 

40 

11 

16 

14 

18 

15 

19 

8,9 

29 


28 

27 

26 


32 

1 

30 

s 

7 

31 


J 2 ( カブラ） 
システム 
コントロ ール出 


TMS 9928A を VDP として使用. （ NTSC 方式色差信号出力） 
256X 192 画素の分解能で黒，白，透明を含め 16 色カラー 
表示. 

32枚のスプライト（動画）ハ。ターン生成可能. 

ライトオンリーで使用している. 

ROM 

拉張 P - BASIC インタープリタ内蔵. 8 K 八イトマスク 


3. RAM 

• P - BASIC の ワークエリアとして使用， 2 K バイ トスタ1 
ィ ック RAM の 内 1 K 八イ ト使用している. 

4. 拡張レジスタ&スロットセレクタ回路 

• 8 ビットラッチに データ を書き込み，スロット の 選択 （ノ 
ンク切換）を行なう. 

•抗張レジスタ （ FFFFH ) のアドレスデコード. 























5. CPE レジスタ 

• LD のオーディオ Rch に記録されたプログラムをシリアル 
で1ビットずつ読み取る. 

• P - BASIC 抗張レジスタ (7 FFDH ) のアドレスデコード. 

6. システムコントロー ル I/F 

•当社統ーリモコン機器および， LD - 1000用リモコンイン 
夕ーフェイス内蔵.（コードはソフト生成） 

參 システムコントロ _ル 出力1は LD - 7000専用でアクノリ 
ッジ入力による ハン ド シヱ イク動作. 

籲システムコントロール出力2は赤外線ドライブ用出力. 


7. ミューティングレジスタ 

參外部ステレオ • オーディオ入力に対するミューティング 
の ON / OFF を行 1 なう. 

8. 音声ミュート回路 

•外部から入力されるステレオ•オーディオ信号を L ， R 
片方ずつミュートすることができる.（制御信号はミュー 
ティングレジスタより出力される.） 

9. オーディオミキシング回路 

❿外部から入力されるステレオ.オーディオ信号 （L • R ) 


6 


とハ。_ソナルコンピュータから入力されるオーディオ信 
号（モノラル）をミキシングする.ミキシングレベルは 
固定. 

















3. アナログ部の回路概要 

• ER 101は， MS X パーソナルコンビューターに接統する 
初:张インターフ エー スで，スーバーインポーズ，システム 
コントロールなどの扯版柵能を備えている.レーザー 
ビジ ri ンビデオディスクプレーヤーをはじめ，オーディ 
才，ビデオ機器と犓統し，使川することができる. 
F ： R -101 は次のような特技を侍っている， 

1. スーパーインポーズ機能 

2 . サウンドミツクス機能 

3 . システムコントロール機能 

4 . P - BASIC の搭載 

木機の P - BASIC は TPX -7 とはとんど | iij じですが PAN 命 
令， LCOPY 命令が削阶されている. 

3. I 外部ビデオ信号同期分雕回路 

外部ビデオイ,？けから，水 fjuJ 期パルス,■碑 iiYN 则パルス 
を掏介 W 期似 v > として分離する. 

外部ビデオも W •は Q 101のバッファを通った後， Q 108のレ 
ベルシフト M 路へ加えられる. Q 108 のべースは Q 109 の八イ 
T フ、 I 叫路により：堪】ドに，没定されており，ビデオイ, VW - は 
，没定された 1) C レベルに上来される. ノ yQ 102 のエミソタ 

—艰;十:は，無 G り-時 Q 108 のエミッタ灿:ょリ約 0.6 V <ジャ 
ンクシ i ン圯）1:>だけ岛くなっており， Q 102 めエミッタ抵 
抗 R 107, コンデンサ C 102 の時定数が* / ii 分人きく取ってある 
ために， Q 108 のエミ v 夕 一 Vli 川が¢3102のカットオフ屯 h -: 以 
[••になると Q 102 は OFF となり Q 102 の出力は L レベルとなる. 

またカッ I 、オフ遊)」•:以ドでは Q 102 は ON となり出乃は H レ 
ベルとなる.このようにカットオフ屯〗. Ji が•，>の屯 U : 
範叫内であれば W 期 W ひだけを分離できる. C 102 は Q 102 
の ON , OFF と |， ij 時に光攸屯が行なわれるが，11107， C 102 
のに V s ぶ数は职必 : I _ H 期パルスの}对期(約 16.7 ms > より大きな 
飢となっているため， ifiJj 作時でも Q 102 のエミッタ艰)1，:は… 
定 f め：となる. C 103 はビデオづ•の必域を力， y 卜することに 
より カラ、 ■バーストむリ‘の齡羿を取リ除いている* 



制 ER-1 01 



図 3- 丨 外部ビデオ m 号同期分離回路 


3. 2垂直同期分離回路 

期分離卩_1路はゲートアレイ IC107 内で波形牯形し， 

れ椒性となった外部ビデオよリの故介 M 期イ ,V り-を R183, K184, 
C151 より辨成されるロー パスソィルタで亚期パルスを 
分離する.分離された期バルスは9121で波形胳肜さ 
れた後 Mi •び IC107 へ加えられる， 


+ 5V 



m 3 - 2 外部ビデオ信号垂直同期分離回路 


V 



3. 3 波形整形回路 


ビデオ，またはスぺーインボーズモードの場介，ゲート 
アレイ UC107> 内で波肜蛴形された U 槲件の外部掏介 M 朗 
mvj ‘は Clio ， R117，R118, R116 による微分冋路を通り， 
色1_け期もい J， (バースト波）を袖出するためのゲートパルス 
として IC101 の色副搬送波冉ケ:|"|路へ加えられる. 

コンビュータモードの場介に （ J ： 外部ビデオ ^ Vj からの/ノ 
ラー妨'•り:をなくすために VOVKY 么(コンビ 1. —タモー 
ドで H レベル）を利川して，伍副搬送波山ノト: H 路に加える 
ゲートパルス，及び伍 M 期俗り‘（カラ…ペースけ）を, 
Q 103 によりミニ，-テイングしている. 


3. 4 BPF と色副搬送波再生回路 

色副搬送波 BPF では色 l_ij 朋 WVj * い、*-ストも;; 1 ひ）及び色 
も”;‘を外部ビデオイ*レひよリ収リだし,色圳搬 m 波 iwuh 路 
へ加えられてぃる. 

色副搬送波 f り：卞1け!路では搬送色イ,レり-突 i 刺 H 路に必驳な位 
扣及90。の色刟搬送波を作っている • 


コンビュータモードの場 rv , 外邡ビデオ_，/よリの色 M 
厕 i ‘ り-(々ラーバースト扒り‘> 及び色 M 朗イ u 抽出⑴ゲ- 
トバルスは VOVLY fiiv H のためカットされている.この 
ため IC 101 の PI 丄利 J 作は停 ih し， IC 101 はクリスタル X 101 
によリ決まる H 止 )_ M 波数 （3.579545 MHz + 100 Hz > で允し 
ている. rClOl の1, 2#ビンよリは位扣名90°の3.579545 

MHz が出乃され，その出力は搬送色も V り" K 成问路へ加えら 
れている.川乃波の位相 I 对係は1拆ビンに対し2桥ビンの 
川力が90°巡んでいる. 

Nlfii 介成モード，外部ビデオモードの坳介は， VOVLY が 
L となり外部ビデオ俗 VJ •の色 M 期イ _ V け(カラ—バーストイ‘ヤ 
〇 )及びペースト波抽： [ Wf !のゲートパルスが 1 C 101に加え 
られる， 1 C 101 は PLLiUj 作となリ，1，2挢ヒンには色 J_iJ 
刪, i ' り • (八ース b f . i ' V ) UM 期した 90" の位相）さをもつ 3. 58 
MHz の似りが川乃される, 

介成 ㈣ 而色相,脚蛴川 VK , VK 101 は PLL |"| 路がロックし 
ている時に外部ビデオ HV ； ‘の色 hUKm •レひと1，2邪ビンよ 
リの出ハイ抑との位相 h ⑽粮を行ないコンビュータ|•叫|如の色 
相綱松を彳】•なう， 






図3 3 色副搬送波再生と周辺回路 


e 







3. 5 内部ビデオ信号同期分離および 
画面合成フラグ生成回路 


M 朗（内部）分離1"1路は， VmMIC 409) より iW Jj される 
コンビュータ ー| Wnfii •の YC ， J ■より ノ KYInJ 則イ, r ' J，（H SYNC ) 
を分離する. Y イ_•リは IC 1 05の3番ビンに加えられ，コン 
パレータによ つて， VR 103 のコンパレー ト レベルと 比較 さ 
れ ， H SYNC が分離される.分離された H SYNC はゲート 
アレイ （ IC 107) の22浒ビンへ加えられる. 

㈣ 而介成フラグ成叫路は，1叫咖ナ>成時(スパーインポ 
ーズ時> VDP ょリク） B - Y 仏乂>を IC 105 の5裉ビンへ加え， 

B YU ■，>に I •■取されている ㈣㈨ 介成フ v グを1 VK 103のコ 
ンバレートレベルにより分離し， 7抵ビンよりビデオスイ 
ッチ M 路へ出力する. 
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図 3-4 同期（内部）分離，画面合成フラグ生成回路 


• ifi 面含成時 

〔オーバーレイフラグ生成） 


_ _p 


⑵オーバーレイ 
フラグ 


コンパレートレベル 

( IC 105 6霱ビン} 


1 — 0V 


〔同期分_〕 


⑻ Yft 号 


.4: H . SYNC 



図3 • 5 両面合成時の各郎波形 


•コンビュータ國面時 
〔オーパーレイフラグ生成] 

0)B-Y 儐号 

コンパレートレベル （1 C 105 6番ビン} 



D 才ーパーレイ 
フラグ 


0V 


〔间期分_〕 



コンパレ-*トレベル 

C IC 105 6番ビン） 


(4) H . SYNC 




0V 


図3 - 6 コンビュータモードの各部波形 


3. 6搬送色信号生成回路 


ICI02 AN 6040 



VH104 〇ノ 


図3 - 7 撇送色信号生成回路 


搬送色心 i VJ •ル:成 M 路は色训搬送波川-:[ N 1路で作られた， 
位扣尤が90°の2つの色副搬送波を VDP よリの K Y , B Y 
扒り‘で变肌 j し，搬送色もい少を作っている. 

V 【) P よりの R Y，B Y 扒りは，1叫仙作成時に ㈣ 时合成フ 
ラグが含まれて t 、る.このとき VUP よりのイ,:，•けをそのままぺデ 
スタルクランプして 1 C 102へ加えるとコンビュポタ _ P « j 而時と 
DC レベルが異なるため VDP よりの j 叫傲の色が変イ匕してし 
まう，そこで I 山 I 刖介成フラグの邡分では D 103， D 104 を ON 






させ電圧レベルの補止を行っている. VR104 はこの補 iR レ 
ベルの調整用ボリュームであリ，補. iK 後の電!十:は黒レベル 
と M じになる.さらに， R-Y，B-Y 信り•は変調時の 3.58MHz 
によるビートを防止するために LC のトラッフ°问路により 
3.58MHz 成分を除去したのち Q114, Q115 の各八ッファを 
通り IC102 へ加えられる. IC102 の9番ピンに加えられるク 
ランプ パルス には IC107 (ゲートアレイ）の1番ビンより出 
力される水平間期信り- (H SYNC) を IC104 で反転して利 
用している. 



- 0V 


3. 7 コンポジット生成回路 

コンポジット信号牛:成 N 路では搬送色信号生成回路より 
の信号と VDP よりの Y 信号を Q112，Q124 によるバッファ 
を経て R168，R169, R159 によって合成する.合成された 
信号は Q117, Q116 で lVp~p に増幅された後，内部ビデオ信 
号としてビデオスイッチ回路へ出力される. 


内部ビデオ信号 

(コンポジ.二 

ビデオ信号) 



+ 8 V 


色信号 

IC 102 ①より 


IC 105® 出力 


0V 


図 3-9 コンポジット生成回路 

3. 8 レベルシフト回路 


D 103 ON によってレペルが補正された部分 



1C 102(?) 
クランプパルス 


NO COLOR LEVEL 


図 3-8 各部の波形 


QUO, Q111 は VDP よりの内部ビデオ信号をレベルシフ 
卜する回路であり， Q108，Q109 は外部ビデオ信号のレベル 
シフト N 路である. 

コンピュータ画面時 VDP よりの内部ビデオ信号には同期 
信号が含まれておりこの同期信号 レベルで クランプされる 
しかし合成_面時には内部ビデオ信号には同期信号が除去 
されて いる ため黒 レベルで クランプされてし まう， これを 
調整するため外部ビデオ信号より，内部ビデオ信号側のレ 
ベル シフト電圧を 0.2V 高くして レベルを 合わして いる. 



コンビュータ画面時 


—-ェ.。 


内部ビデオ*号 （ VDP ビデオ） 


0111ペース電圧 
>. 6 V 

クランプレベル 


画面含成時 


Q 111ベース電圧 〇. 2 V 

ち-- 


Q 109 ペース電圧 


Qlllx ミッタ内部ビデオ償号 
( VDP ビデオ） 


クランプ Q 109ェミッタ 外部ビデオ值号 

レペル 


図3-丨〇 レベルシフト回路 


1 □ 






3. 9 AFC 


3. I O し PF，VCO 


外部ビデオ信号より分離された水平同期信号を基準とし 
て，入力信けに同期した15 • 734 kHz の水平 M 期周波数を発 
振する1口】路である. IC 106 は PLL 発振 N 路となっており， 
外部ビデオ信号がなし、場合には，自走周波数で発振してい 
る.自走周波数は V R 102で川*変できるが15 . 7 34 kH z に対し 
て大きく外れていると， PLL がロックしない.また PLL が 
ロックしている範囲内であれば VR 102 により多少，水平位 
置の調整が行なえる. C 157， C 158 はマイラー，スチロール 
コンデンサを使用し，発振周波数の温度補償を行なっている. 



図 3 -I I AFC 


この LPF (ローパスフィルタ）及び ， VCO (電圧制御発 
振[口 J 路）はゲートアレイ ( IC 103) 内部のカウンターと位相 
比較器（フェーズコンハ。レータ）とで PLL 発振回路を構成 
し ， VDP ( TMS 9928 A ) のクロックである10 .762 MHz を作 
っている.ゲートアレイ内の位相比較器（比較周波数7.867 
kHz ) の出力は Q 118， Q 119 の LPF に入力される. Q 118， 
Q 119 の LPF 出力は D 105 の八リ キヤッフ。に力卩えられ ， VCO 
のコントロールを行なっている. VCO の発振周波数10.76 
MHz は，コンビュータモード時には色副搬送波信号3 .58 MHz 
を，また，外部ビデオモード，画面合成モード時には外部 
ビデオ信号の水平同期信号を基準信号として発振している. 
R 181， R 182 はゲートアレイに DC バイアスを与えている. 



3. 


ゲー トアレイ 


ゲートアレイは 

① 外部水平同期信号のノイズ除去回路 

② 外部ビデオ信号検出回路 

③ 10.762 MHz , PLL 発振回路の位相比較器（フヱーズコ 
ンハ。レータ）及びカウンター[口】路. 

④ 10.762 MHz ， PLL 発振回路の基準信号生成回路 

⑤ 画面合成を行なうための水平同期信号，垂直同期信号 
%. び PLL 発振[卩]路の基準信号切換え间路 

等の M 路より構成されている. 

ゲートアレイの動作は，コンピュータモード時，及び外 
部ビデオモードと画面合成モード時の2つに分けられる. 


隹コンピユータモード 

コンピュータモードの場合 （VOVLY = H )， ゲートアレ 
イ内部の接続は図 3- 13のようになる.コンピュータモー 
ドでは INHS 端子 （22 番ピン）には VDP ( TMS 9928 ANL ) よ 
り出力されるコンピュータ画面信号から分離された複合同 
期信号が入力される. 

1番ピン （ HSYNC ) よりの複合同期信号は IC 104 で反転 
された後，クランプパルスとして IC 102 の9番ピンへ加え 
られる. 

19番ピン （ CK 11) へは色副搬送波再生回路よリ色副搬送 
波 （3.579545 MHz ) が入り，入カシュミット八ッファで波 
形整形を行なった後，カウンター1， FF1 で構成された分 
周间路により455分周され7.867 kHz を得ている.こ.の信号 
は基準信号として位相比較器（フェーズコンパレータ）へ 
加えられる. 















一方 VCO の出力 (10.762 MHz ) は出カシュミットバッフ 
ァで波形整形され，6番ピン （CKO 2 ) よリ VDP のクロッ 
クとして出力されている.この出力の-部は，カウンター 
2で684分周され，さらに FF 3 で2分周，計1368分周されて 
(7.867 kHz ) 比較信号として，位相比較 N 路へ加えられる. 
このように位相比較回路の出力は LPF — VCO とループを形 
成し，色副搬送波よりの分周された信号を基準とする PLL 
発振 N 路を構成している. 4番ビン （ RSYNC ) には VDP 
へのクロ ッ クである 10.762 MHz を，684分周して得た水平 
同期信りと外部ビデオ信号が分離した垂直同期倍けとを合 
成して出力している. 

3番ピン （ EXTV ) は，外部ビデオ信号が入力されてい 
ないと，17番ピン （EXS 1>の入力が無いためカウンタ ー 3 


及び FF 4 はリセットされず， FF 3 の出力によりカウンター 
3はカウントアッブし， FF 4 はトリガされたままとなリ， 

3番ピンよりは H が出力される.また，外部ビデオ信号が 
入力されると，17番ビン （ EXSI ) へは複合同期信号（外 
部向期信け）が入力され，カウンタ_3， FF 4 はこの信号 
の水平 N 期信兮よりリセットされ，3番ビン （ EXTV ) よ 
りは L が出力される.ただし，カウンタ ー3 は，7.867 kHz 
(水平同期倍号の 1/2) を1/7分周しているため，17番ビン 
( EXSI ) よりの水平同期信兮が14八ルス以上 （890々 s 以上） 
抜けると， FF 4 が反転して3番ピン （ EXTV ) 出力を日に 
する.このように3番ピン （ EXTV ) が出力 H で外部ビデ 
才佶号無し， L で外部ビデオ侃号有りの検出信号出力とし 
ている. 









_ER-101 


•外部ビデオ，画面合成モード 

外部ビデオモード，阔面合成モード （VOVLY = L > の場 はは G8 ， カウンター1， FF 7 により水平同期信分のノイ 

合ゲートアレイ内部の接続は図 3 -14 のようになる. ズ除去を行なう .G 8の出力は非常に副の狭いハ。ルスのた 

1番ピン （ HSYNC ) には外部ビデオ信号から分離され め， FF6 により八ルス副を約 2.6# s に広げている.外部ビ 

た複合同期信分が出力され，コンピュータモード時と同様 デオ，画面合成モード時の13番ピン （ EXHP 1) には水平| 口1 

に IC 104 (2/4) で反転され，クランプハ。ルスとして IC 102 期周波数の K の周波数（ハ。ルス幅約 2.6 バ s ) が出力される. 

へ加えられる. 16番ピン （ FH ) へは，13番ピンよりの出力信号に同期し 

19番ピン （ CK 11) へは色副搬送波再生 L 口 J 路より，外部ビ た俗り-が AFC で作られ加えられる.この信号はゲートアレ 

デオ信号の色同期信号に阆期した色副搬送波 （3.579545 イ内の FF 5 により2分周 (7.867 kHz ) され基準信号として 

MHz ) が入力される.17番ビン （ EXSI ) には外部ビデオ信 位相比較回路へ加えられる.他の動作はコンピュータモー 

号より分離した複合 M 期信号が人力される.入力された心 1 ドと同じである. 



: 62.6 /<s ( G 8 b ) の期間は G 8 のゲ-卜を禁止し' ノイズ 
除去を行なっている。 


図 3-14 ゲートアレイ回路（外部ビデオ，画面合成モ—ド） 
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4. デジタル部の回路概要 

4-. I MSX のメモリー構造 


MS X は， iii 人4つまでの从木ス n ■ソトをす、 V :ら，この从本 
X U ットに力--•トリ _ y ジスロ‘'/卜扣:张 ; K ックスを）:*くし込む 
と1つの姑+スロットが4つの批‘儿(スロットになる，した 
がって W 人16のスロットを倚つことができる. 

祁外；ス rv ソト， 0-3 はノぐノコン本体内の l»Pl (ベリ-ノ 
エラルインターフ丄イス）のボートによって设定され，作 
从本スロット〇 -- 3は，その从水スロットの扯似レジスク 
によりさらに >々4つのスロットに批似さ； f しる.<|ヌ j 4 1 ) 

( ただし卜: R- 101 は内部の扣:リ U レジスタに上り批张スロット 
〇と3を逝択する）. 

抓•弧ス”.ソトの•没:4£は，メモりアドレス FFFF H を扯吸 
ス rr ットレジスタとし，レジスタにスロットデータを；丨卜さ 
込むことで行なわれる. 

また初、‘弘 1- レジスタの f 』、無はれスロットのアドレス F F F 卜’ 1 1 
にテ•ーダをライトし，こ; h _ をリードしたときにライトした 
データと論邱が逆のデータか返ってくれば扯张レジスタあ 
リと CPU にて利断する （ MSX により姒定している）. 


碁本ス〇ット 



図 4-1 M、SX のメ千リー構造 


4. 2 メモリーマツプ （ ER - I O I ) 


基本 xa . y 卜1〜3のいずれかの 
拡供スロット0 (通常使用時） 


FFFFH 

FFFEH 


COOOH 


QOOOH 


4000H 


0000H 



MSX BASIC ROM は通常基本ス D ット0の0000 ( H ) 〜界下 f : (HU こ■かれ， 
P-BASIC 拡张ステートメントを実行する期に〖3, MSX BASIC か P-BASIC ROM 
を潰し切渙えを行っている,， 


図4 -2 メモリーマップ （tH- 101) 





4. 3 拡張ス ロット アドレス デコー ド回路 

KH 101の拡张レジスタは， |: X | 4 - 3にホす M 路でありれ 
m 力は次のように働く. 

SI.TR 挞吸レジスタの FFFF H レジスタをリードす 
るとさに，アクティブ （L >となる. 

ST；FW 祉瓜レジスクの FFFF H レジスタにライトす 
るとさに，アクテ丫ゾ （ L ) となる. 

SLTC アドレス FFf ，’ ド丨丨がアクセスされているとき 

以外には沖;に，アクテイブ< L >となる. 



図 4 3 拡張 スロットアドレスデコード 回路 


4. 4 SLOT 回路（拡張レジスタ） 

SLOTNim は LS 273， LS 240 によリ構成される FFFFH 
レジスタと LS 153 と LS 139 によるデコーダよリ成される 

FFFK レジスタにデータがライトされると SL ； rW の、 V : I : 
リ でデ — 夕はラッチされ,スロット怙报は LSI 53に出力さ 
れる. 

FFFF レジスタをリードすると， SLTR の、7: [•がりで， 
LS 240 にイネ…ブルがかかりラ•ソチされているデーダが， 
論柙を反転して DATA BUS に出わされる■この出んにより 
CPU は扯张レジスタが心ることを判断する. 

KKFF レジスタにノトき込まれるデータはパソコン本休に 
あるによつて徜+スロット 0 ~ 3をセレクトする堝 A 
と liij じである . (PX 7參照） 

卜，卜卞卜，レジスタの X 力はし S 153 と LS 139 によリ デコード 
され， SLTSLO と SLTSL 1を成する • 

SLTSL ^ i -' o * は他の俗り•（アドレス，データ》などに比べ . 
CPU ょリ m 力されるのが;ばい，このため LS 139 の出力の後 
で‘,渝赠 II をとリ S f；rs L 0 ， S LTS L 1の出力迥れを少なく 
している. 







4.5 I / O アドレスデコード回路 

CPU か’ メモリや1/0をアクセスするには MRKQ ， または 
IOKQ のどちらかがアクティブ （ L ) になっていることが必 
袈である.ブログラム屮などで I / O がアクセスされると IORQ 
- I , となリ，その命令が1/0へのみき込みであれば WR = I ハ 
また， I / O の状態を•ぬみ込むのであれば， RD = L が CPU よ 
り出"される. M 1サイクル以外の IORQ = L の時すなわち 
別込アクノリッジサイクル以外の I / O りクエスト時に IOE = 
H とすることで1/0アドレスデコード|__1路をイネ“ブルと 
している. 

このとき A 3 … A 7の T ドレスをデコードすることによ 
り， 8八イトおきの I / O アクセス U りを卞成する. 

ここで*人く陬の M 路では A 7 - H , A 6 口 L のときの A 3 … 
A 5 までを 3 U >8 LINE デコーダにてデコードして 80 H 〜 BFH 
までの8バイトおきの I / O アクセス U り，を十成し，外 I / O に 
すがりウナけている.これにより1/0アドレス 98 H -9 FH は VDP 
に A 8 H — AFH は PPI に剡り，てられる.その他のアドレス 
は ER -101 では木侦川となっている. I/O マップは炎4一-1， 
m 4—6 の通りとなる. 


ゲートアレイ 


A 8 

Afl 

A ア 


I0RQ - 〇 |—"、 j0E 

…—— [Sc^-d J h 



A7 

A« 

A6 

A4 

A3 

Az 

Ai 

Ao 

1 

0 

C 

B 

A 

z 

/ 

z 


I / O アクセス償号は80 ( H > より8パイトおきに発生。 
このう6 90 < H 〉~~ AF < H ) までを使用する。 

ここで WA 0 〜 A 2 をデコ-ドしていないので、8パイトの 
イメ-ジが出*。このため备デパイスのアクセスに当っては、 
必*に応じてさらに細部デロ -ドを行っている。 


図4 5 I/O アドレスデコード回路 


I / O アドレス （16 進) 

FVW 

内 容 

デパイス 

98 

W 

V - RAM への データ ライト 

VDP 

99 

W 

コマンド.アドレスセット 

VDP 

AA 

W 

LMUTE データライト 



表 4-1 1/07ッフ .1 



MT0N _ 

AA ! ] WRITE ONLY 


90 [データレジスタ ■ WRITE ONLY 

99 I コマンドレジスタ ]WRITE ONLY 


MTON 【 ifl2&5 のモーターオン用 

B < t 4の1ビットライトオンリーレジスタ 


図4 - 6 I / O マップ2 


4,6 VDP (ビデオディスプレイプロセッサ） 

コンビ1ーター内部の VUP と拡狠ブロセッサー ( ER -101) 
内部の VDP は， CPU よりのデータライト時， |_ij 時にアクセ 
スされる.しかしデータりード時には N 方の VL ) P よりのデ 
一夕を CPU で受けるとデータ八ス内でデータが術突してし 
まう.このため ER - 101内部の V 1 )P は CSK 端子をブルアッ 
フすることにより， CPU よリリードがかからないよ’）にし 
てある.つまり， CPU からのデータライトは ㈣ "の VDPU 
対してむなわれるが,テータリ--ドはコンヒュータ内の VDP 
だけに行なわれるようになっている. 

逆に i 叫傲出力は，コンビュータ内部の VUP には外部 M 期 
機能がないため， ER 101内の VDPA りの出乃を使川して 
いる.ただし，コンビュータ I 由〗 Ifif だけの場介はどちらの出 
)\ も使用できる.さらに INT 出力についてもコンヒュータ 
内の VDP , MWj だけが心効となる. 



( TMS 9928) 

図4 - 7 


1 B 









VDP ( TMS 9928 ANL > のアクセスは VDP = L にて行なわ 
れ，データ転送は CSW ， MODE により コン トロールされる. 
CSW : CPU — VDP へのデータ.ライト時 L となるラ 
ィト信号 

MODE : CPU0V - RAM のリード，ライト時 L となり， 


① RESET / SYNC の立.上りを水平同期八ルスとしてとらえ， 
水平 N 期状態にある VDP 内部カウンターがリセットされ 

る. 

② 同期ハ V レスで 7.2々 s 以上のものを蠢直同期ハ。ルスとして 
とらえ，内部垂直カウンタを，垂直同期状態にセットす 


それ以外は H となる. 

通常 MODE には CPU のアドレス A 0 が接続され， VDP を 
アクセスする時の A 0 の値により， VDP と V - RAM を「メ:別し 
てアクセスしている. 


る. 

GROMCLK 出力には XTAL1 入力の％分周されたクロッ 
クが出力される. XTAL 1 入力は10.739 MHz (3.579545 MHz 
x 3 ) の CLK が入力され， GROMCLK には 


MODE(AO) 

CSW 

状 態 

し 

し 

〇 PU から V-RAM への 直接害き 込み 
(〇 SW の立上りで データー セット） 

H 

— L i 

CPU 亡、ら VDP への書き込み 


表 4 - 2 


GROMCLK = 10.739 MHz /24 = 447.5 kHz 

が出力される.この周波数はビデオディスクプレーヤー LD - 
1000のリモコン用基準クロック 455 kHz に近く，これを LD - 
1000 のリモコンハ。ルス生成用基準クロックとして流用して 
いる. 


RESET / SYNC 入力{よ① RSTt ^' L の時0 V ，② RST 力 《H 
で、 SYNC が L の時5 V , ( + 12 V # R 12， R 13 で分圧される）， 
③ RST , SYNC 共に H の時 12 V となる. 


RST 

SYNC 

RESET/SYNC 

動 作 

L 

X 

0 V 

リセット時（電源 ON 時または， 
リセツトスイッチ ON 時） 

H 

L 

5 V 

通常動作時 

H 

H 

12 V 

スーパーインポーズモード時におけ 
る，外部同期用 SYNC 信号入力時 


• V - RAM のアクセス 

① V - RAM としては， 16 k x 1 ビットの DRAM (4116 系）を 
8個使用して 16 kB のメモリーを構成している. （ VDP の指 
定による） 

② DRAM は+ 5 V ， +12 V ，一 5 V の3種の電源を必要とし， 
— 5 V は一 12 V を， R 427, D 405， C 437 により，安定化し 
て得ている. 


表 4 - 3 


V- RAM 

U6k X \b\1) D-RAM X 8 


BD BUS 

AO 

W 

VDP 


RST 

SYNC 

CLK 

447.5 kHz 



R 424 R 425 


図 4 VDP 回路 


1 フ 









③ VDP の ADO 〜 7 出力は， V - RAM へのコラムアドレス，口 
—アドレス，ライトデータをタイムシフトして出力する. 
(バスを兼用する） 

④ ここで口一，コラムアドレスは AD 1 〜7に，ライトデータ 
は ADO 〜7に出力される. 

⑤ これらのタイミングを取るために RAS ， CAS が用いられ 
る. 

⑥ V - RAM からのリードデータは， VDP の RD 0-7 に入力さ 

れる. 


參 V - RAM ライトサイクル 


RAS 

cTs 


•7 1111111111 r // J D ATA トノノノノノノ/ノノノノ/ 



VRAM 

WRITE 

CYCLE 


図4 - 9 V - RAM のリード，タイミング 


❿ V - RAM リードサイクル 


RAS - |- 

CAS -- 

adwt miiiiiiIIIII 777777777 7" 

r/w 1111111111111111111 im ML 

rdo-7 1111111111111111111111111111111111 qata \mi 


VRAM 

READ 

CYCLE 


図 4-10 V - RAN / I のライトタイミング 


4.7 拡張 I/O インターフ i イス 

I/O のアドレス割り A ては！^4 — 6に示すように MSX に 
よリ规定されており，その他の I / O を I / O アドレスに割り A 
てることは許されない，そこでメモリーマップド I / O 方式に 
よリ適当なスロットのメモリーアドレスト.に仮想的な I / O レ 
ジスタを設け，このレジスタに他の I / O を設置する.スロッ 
卜2のメモリーアドレス 7 FFFH(VCON レジスタ）と 7 FFEH 
(LCON レジスタ〉および 7 FFDH (CPE レジスタ）にメモリ 
—マップド I/O による拡張 I/O を置き CPU とのやり取リを行 
なぅ. 

拡張された i / o インターフェイスは，阃面制御， rv 声制 
御，システム コントロール 制御および CPE データの読み込 
みを行なうためのものであり， 7 FFF , 7 FFE のアクセス方 
法は， A 0- A 15, SLTSLO ， WR ， RD により行なわれ， 
以下の信号を屯成する.（図4 —11 参照） 

LCONW 7 FFEH ライト H 孕 L 
LCONR 7 FFEH リード H 辛 L 

VCONW 7 FFFH ライト W 寺 L 
VCONR 7 FFFH リード時 L 

また， 7 FFDH については A 0 〜 A 15， SLTSLO , RD 
によりアクセスが行なわれ，次の信号を生成する（図4 -12 
参照） 

CPE 7 FFDH リード時 L 
メモリーアドレス 7 FFFH ， 7 FFE H および 7 FFDH のビッ 
卜割当てはそれぞれ表4 - 4，4-5， 4-6 の通リである. 



図4-丨丨 拡張 I / O インターフヱ ー ス 


1 B 




図 4 -12 


4. 7. I 画面制御回路 

• EXTV の読み取り 

① EXTV は外部ビデオ信号有無を示すステータス信号で外 
部ビオ有りでしとなる. 

② EXTV は， VCON レジスタ，リード時に D 7を介して， 
CPU が読み取れる. 

③ 例 ， LD A ，(7 FFFH ) 

にて A レジスタに VCON レジスタの内容が入リ ， D 7が， 
EXTV の状態を示す. 

參 EXTV — の嫌み取り 

EXTl ビデオ入力 OFF で H |ビデオ入力 ON で1_ 



• 拡張 I / O レジスタ 


LCON レジスタ く 7 F F E ( I 6}> 


ビット 

R W 

信号名 

機 能 

7 

R 

ACK 

リモコン信号送出に対するアクノリッジ 1—0 で有意 

W 

C し K 1 2 

CLK 1.2 の切替 0 = CLK 1, 1 = CLK 2 

6 







- 


— 

— —- —- . --- ■■- • ■•一. 下 

1 







0 

R 

RMC し 0 K 

CLK 1 CLK 2 の128分周クロック 

W 

REM 

RMCLK に同期して生成するビットシリアルデータ出力1で H 出力 


未使用 


皿 V///////A W777/ 

図 4 -13 EXTV の読み取りタイミング 


• VOVLY のル:成 

① VOVLY は コンピュータ モードと， スー ノヽ 。ーイン ポーズ ある 
いは外部ビデオモードの切換を行うための制御信号であり， 
外部ビデオ僧けが入力されており （ EXTV が L ) かつ， 
VCON レジスタ ビット0に L を書き込んだ場合にの 
み; L となる. 

② RST — L 時には，図4 -16 の E 点を H とし， VOVLY — 


表4 -4 V 〇 ON レジスタマップ 


H とする. 


VCON レジスタ < 7 F F F ( I 6)> 


ビット 

R W 

信号名 

機 能 

7 

R 

EXTV 

外部ビデオ m 号の有無を示すステータス.有でし無しで h 

W 

MUTE 

ライン入力信号のミユート 

6 







1 



’ -----— 




0 

R 

INTEXV 

外部ビデオ信号 off 時の割込みフラッグ1で劃込有. Read すると〇になる. 

W 

OVERLAY 

合成，非合成モードのハードウ x ア切替價号，合成時0,非合成時1 


未使用 


表4 -5 LCON レジスタマップ 


CPE レジスタく 7 F F D ( I 6)> 


ビット 

R/W 

信号名 

機 能 

7 

R 

CPE 

〇 PE データの 読み込み 


③ VCONW の立上りで D 0の状態 （ L または H ) をラッチ 
し， Q 出力 （ E ) と， EXTV との OR を取り VOVLY > fg 号と 
している. 


• VOVLY の生成 



図 4 -14 N/OVL 丫の生成タイミング 


• INTEXV の生成 


表 4 - 6 CPE レジスタマップ ① INTEXV および INTEXV はスー八ーインポーズモードで， 

外部ビデオイ H り•が無くなったときに発巾する俗 Vj •であり, 
INTEXV は CPU への割込信兮， INTEXV はそのステ_夕 
ス信サである. 

② RST 時には， A 点 H ， B 点 L のため C 点は H となり，ま 
た D 点は H となるため INTEXV は H となる.また ， VCON 
レジスタ リード H 寺ビット0より INTEXV = 0か 13ら才 I る. 


19 







③ EXTV が L から H に変化すると（外部ビデオ信.号入力が 
無くなると〉次の0立上りから，さらに次の0立上りま 
での間， C 点は L となるため D 点 L ， D 点は H となる. 

④ ここで E 点が L (スーハ。ーインポーズ，或は外部ビデオ 
モード指定時〉であれば INTEXV は L となり， CPU に害 U 
込がかかる. 

⑤ 割込処理ルーチンにて， VCON レジスタリード時ビッ 

卜0より INTEXV =1が得られ， INTEXV からの割込で 
あることが分かる.リード完了時 VCONR の立上りで D 
点は H ， D 点は L となるため， INTEXV は H となリ，割 
込が解除される. 


• INTEXV の生成 


研 U 




スロットへ 


図4 -16 画面制御回路 


4. 7. 2音声制御回路 

外部ステレオオーディオ入力に対するミューティングの 
ON / OFF を If なう. 

VCON レジスタビット7ライトおよび MTON レジスタビ 
ット4出力により， L ， R チャンネルのミューティング信 
号 （ LMUTE ， RMUTE ) を生成する. 

R チャンネルミューティング制御時 LMUTE の立上りを 
利用してラッチするため LMUTE の L — H 操作が必要とな 
る. 


MTON レジスタ 



ゲートアレイ 
IC4I 8 


図4 - I 7 


• RST 時 


RST 

L MUTE 

R MUTE 


nu — 

MUTE ON 

MUTE ON 


時は ， L MUTE , R MUTE 
とも H となり， L , R チャンネル 
とも MUTI NG ON 


• R チャンネル MUTING ON/OFF 


D7 


VCONW 


R MUTE 


^//////\ \y/7im ^mnn, 

\ ^ 



y /////// メ 


, / 

/ RCH 
MUTE OFF 


RCH 

MUTE ON 


參 L チャンネル MUTING ON/OFF 


pc4 

\ \////////\ 

. Y//////A 

入 

9 

R MUTE 7 ///A \ 

ふノノノ ""/// /I 1 

Wlllllll 


h i r lj 

i 

p 

し MUTE //////, 

' しし n 

^ MUTE OFF I 

MUTE ON 
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4. "7. 3 システムコントロール回路 

U ) 基準クロック生成回路 

基準クロック生成回路は統-リモコン （ LD - 7000等）お 
よび LD -1000 系のリモコンコードパルスをソフトウヱア生 
成するためのタイミングハ。ルスをル:成する. 

統--リモコンと LD -1000 系リモコンではパルス幅が異る 
ため， CLK 1( LD - 1000)， CLK 2( 統ーリモコン）の2種類の 
クロックを必要とする. CLK 1 は VDP ( TMS 9928 ANL , 
IC 409) より出力される 447_5 kHz ハワレスを利用し， CLK 2 
は IC 429 {%) セラミック振動子 XI 等からなる発振器によ 
り 500 kHz パルスとして発振，生成される.基準クロック 
は電源 ON 時及びリセット時には CLK 2 が選択され，それ 
以外のクロック選択は， LCON レジスタのビット7ライト 
にて行なう. 

LCON レジスタビット7 L ^ CLK 1 H-^CLK 2 

このように選択されたクロック （REM CLK ) はさらに 
分周された波形 e (図4 -18) となり， LCON レジスタのビ 
ット〇を介して CPU にて3売まれる. 

(2) リモコンパルス生成回路 

① 基準クロック生成回路で生成されるタイミングハ V レスに 
基つ、'き， LCON レジスタビット0にリモコンコードをラ 
イトする（ソフトウェアで）. 

② このラッチ出力が UREMO であり，有線リモコンの原信 
号となる. 

③ UREMO に基づき REMCLK の12分周出力を ON / OFF し， 
CREMO を生成する. 

④ CREMO は赤外線 LED 駆動用信号であり，カプラコード 
を接ぎ，赤外線りモコンを行なう . （Q 6はドライバー用 
トランジスタ） 
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図 4 -18 基準クロックの生成と各部のタイミング 
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REMCLK の12分周波で変調 



図4 -19 リモコンパルスの生成と各部のタイミング 


R4I9 



外部機器側 


受信回路 


M 卜 ** 

7 T 7 


21 





(3) その他 

®LD 7000系からのリモコンに対する，アクノリッジ{ふけ 
( LACK ) の L / H レベルは LCON レジスタビット7を介し 
て， CPU が脱み取れる，<|刈4 — 21 ) 

C2 ) SELECTO(±LD 7000系へのコントロール出力で 
l —►イ I •線リモコンがイ r 効 
—外線リモコンが Yf 効 

(3) したがって L REMO をイ/効にするためには S ELECTO を 
L とする . (N 4 -22) 

④< SELCONT ) はスルースイッチに迚由力した氾姒である. 
SELCONT + 5 V 時 — SELECTO は K — LRKMO イ/効 
SKLCONT 0 V 時 * SKLECTO は H — LREMO 無効 




